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表2 学校種別災害発生状況（参考） 昭和63年度 日本体育 ・学校健康センター北海道支部調べ
加入者数 加入率 被災者数 被災率 入院数 入院率
校種 人 % 人 。拍日入者）出 人 σ;j毛皮災者）%
：見子 校 462,494 100.0 17,943 3.88 707 3.94 
中 寸，，.ι一 キ支 269, 167 99.9 17,155 6.37 993 5.78 
高 道 立 168,231 9,882 5.87 796 8.05 
（全） 市町村立 19, 102 99.9 952 4.98 72 7.56 
校 私 立 51,441 1,657 3.22 201 12.13 
高岡 道 立 7,941 99.3 
88 1.11 8 9.09 
校 市 町 村 立 1,762 25 1.42 1 4.00 
両校 （通信 制） 3,094 72.9 1 0.03 。 0.00 
高等専 門 学校 3,286 100.0 143 4.35 15 10.48 
特 小 中学 部 3,038 
95.8 
111 3.65 11 9.90 
殊 高等部 1,276 81 6.35 4 4.93 
幼 稚 園 79,283 93.7 1,535 1.94 37 2.41 
保 育 所 50,328 73.8 1,216 2.42 44 3.61 
ぷロ〉、 計 1, 120 ,443 97 .8 50,789 4.53 2,889 .5.68 
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とも平均しているが，女子は水曜日と金曜日に 2 16 
つのピークをもって発生している。
日曜日の発生率は男子51名 （8.6%）， 女子18名 12 
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運動以外 I 16127.2% 
運動によるものl154J15.5%H

























計 ｜ 57 .8 
を種目別に見ると，図 6-
1のように， 男子はサッ
カー129名（53.1 % ）， パス
図6-1 球技別災害発生状況
（単位：%）
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(1）転んで 93名 44.1% 









16名 7. 6% 
16名 7. 6% 
15名 7.1% 
12名 5. 7% 
12名 5. 7% 
9名 4. 3% 








V ま と め
本道における中学生の学校管理下の災害で，入院を要する災害は， 5.78%で特に多いとはい
えないが， 事故の概要については次のようなことが把握された。
(1）災害は運動によるものが全体の3/4を占めている。
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(2）授業中以外の災害が3/4を占め，そのうち半数は部活動によるものである。
(3）災害発生の原因として，運動では球技によるものが最も多く，特にサッカーによるもの
が第1位にあげられる。運動以外では転んだことによるものが多レ。
(4）受傷部位では下肢が最も多く全体の45.8%，次いで上肢28.8%であるが，男子と女子で
は受傷部位に違いがあり，運動種目や運動の強度等に注目する必要がある。
(5）災害の中では骨折によるものが最も多く，全体の40%を越えている。 次いで靭帯や関節
の障害があげられる。特に女子では膝や関節部の障害が多く， けがの発生について男女差
を考慮した指導が必要と思われる。急激な運動によって起こる剥離骨折が66名と多かった
ことも注目される。
(6）登下校時の災害が多いことも注目される。特に男子の自転車走行については指導が必要
と思われる。また，本道の場合冬期の凍結路における安全も課題となる。
(7）注意しなければならない「災害の原因」として遊びゃふざけ，禁止事項をやぶる等によ
る，窓から落ちた，飛び降り，けんかや小競り合い，転回やパック転，プロレスご、っこ等
の災害がある。これらは何とか防ぎたい事故であり，指導上注意すべき課題である。
全体として，運動の手順を踏んだ体育の授業中のけがでは大きな災害は少ないことがわかった
が，部活動では大きな災害が発生する率が高い。その原因は， 生徒の運動に対する意識が高く
なるのか，指導中の技術の追求が本人の体力，技術の域を越えてしまうのか， あるいはテレビ
等で目にふれる高度な技術を，基礎的トレーニングをなくして実施することにあるのか等，さ
らに原因を堀りさげて考えてみる必要がある。
また，記載事項から遊びゃふざけ等による災害の中には年齢相応とはいえない幼稚さも見ら
れ， 学校だけでなく家庭も含めた，生活指導の大切さを強く感じた次第である。精神的には大
人びた中学生ではあるが，身体的運動機能面ではその差が大きく，指導の難しさは理解できる
が，遊びゃ運動，生活の過程での身体的運動機能面の開発が十分であったか（少なくとも小学
生時に発育相応の遊びが少なかったのではなかろうか） どうかを十分理解したうえで，その対
応を考えねばならないと感じている。
今回は入院を要した災害を中心に調査を行ったが，例えば同じ骨折の診断であっても，入院
を要したもの，通院のみのもの，地域医療機関の関係で整骨院で治療を受けたもの等，疾病は
医師の診断の範ちゅうながら病状名とともに多様な対応があることを知り得た。
我々も多くの症例を読みながら，少しでも上手にさせたい，強くしてやりたい，しかし時聞
がない等，焦りに似た気持が指導熱心さの中で盲点となってはいはしないか，今一度足元を見
つめて指導法を考えてゆきたいと感じている。諸先生の御助言を切にお願い申し上げる。
終わりに， 本調査に当たり快く資料提供と御助言をいただいた日本体育・学校健康センター
北海道支原口勝哉部長並びに全職員の方々， 一部全体的方向づけ，要因別の有意差等につき北
大衛生学教室，斉藤和雄教授，北大院衛生学教室伊藤和哉氏に御指示，御指導いただいた事に
深く御礼申し上げ，報告とする。
